
□◇□◇□ 日 曜 ジ ジ 通 信 No.132(2012.11.18) from 山下 徹 □◇□◇□     

                         ==>  http://yms-tor.art.coocan.jp 「美術館あおぞら」にバックナンバーが納めてあります。  R-1山下徹　あおぞら　検索

　
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
管
理
棟

　

函
館
の
西
、
当
別
の
丘

に
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
が

あ
る
。
正
式
名
称
は
「
厳

律
シ
ト
ー
会
灯
台
の
聖
母

大
修
道
院
」。
名
前
の
通
り

戒
律
は
厳
格
。
内
部
を
見

学
す
る
に
は
予
め
予
約
が

必
要
だ
し
、
男
子
修
道
院

な
の
で
、
見
学
で
き
る
の

は
男
子
だ
け
。
正
門
の
格

子
の
間
か
ら
、
中
を
覗
け

る
が
、
き
れ
い
な
芝
生
に

点
々
と
木
が
植
わ
り
、
そ

の
先
に
石
造
り
の
美
し
い

建
物
が
見
え
る
。
窓
ガ
ラ

ス
は
き
れ
い
に
磨
か
れ
て

い
る
が
、
人
影
は
見
え
な

い
。
修
行
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
よ
う
に
外
部
の
人
影
、

外
の
女
性
が
見
え
る
窓
際

に
は
修
道
士
は
来
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
。

　

門
の
前
を
左
に
進
む
と
、

管
理
棟
が
あ
っ
た
。
見
学

の
受
付
も
こ
こ
で
し
て
い

る
。
手
続
き
を
聞
い
て
い

る
人
が
い
た
。
時
折
、
門

が
開
き
、
ト
ラ
ッ
ク
が
出

る
。
ト
ラ
ピ
ス
ト
バ
タ
ー

等
の
製
品
だ
ろ
う
か
？

守るのは公約ではなく、自公との約束だけ

公
約
破
り
の
野
田
内
閣

　

二
〇
〇
九
年
の
衆
院
選

で
「
消
費
税
増
税
は
し
な

い
」
と
し
て
、
民
主
党
は

政
権
に
つ
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
野
田
内
閣

は
、
消
費
税
増
税
を
柱
と

す
る
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
関
連
法
を
民
自
公
な

ど
で
本
年
八
月
に
成
立
さ

せ
た
。
消
費
税
は
再
来
年

に
八
％
に
、
二
〇
一
五
年

に
十
％
に
な
る
。

　

政
府
試
算
に
よ
る
と
、

こ
の
一
体
改
革
で
年
収

三
百
万
世
帯(

夫
婦
と
子

供
二
人)

で
は
二
四
万
の

負
担
増
。
手
取
り
は
一
割

位
減
る
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
高
額
所
得
者
は
収
入

の
一
部
し
か
消
費
し
な
い

か
ら
、
負
担
は
少
な
い
。

党
首
討
論
で

　

こ
の
消
費
税
引
き
上
げ

の
為
に
、野
田
首
相
は「
近

い
う
ち
に
解
散
」
を
自
公

に
約
束
。
一
方
「
今
解
散

す
べ
き
で
は
な
い
」
と
民

主
党
の
常
任
幹
事
会
。「
ボ

ク
ち
ゃ
ん
は
ね
子
供
の
時

正
直
に
馬
鹿
が
つ
く
と
通

知
表
に
書
か
れ
た
の
。
近

い
う
ち
っ
て
約
束
し
た
か

ら
嘘
つ
き
っ
て
云
わ
れ
た

く
な
い
の
」
と
、
党
首
討

論
で
自
民
党
に
十
六
日
解

散
を
野
田
首
相
は
表
明
。

　

国
民
へ
の
約
束
「
消
費

税
は
上
げ
な
い
」
は
破
っ

て
も
自
公
と
の
約
束
は
守

る
。
こ
れ
っ
て
「
ど
ん
な

犯
罪
を
し
て
も
、
親
分
へ

の
約
束
は
守
る
」
暴
力
団

と
同
じ
で
は
？

　

津
波
か
ら
の
復
興
策
、

原
発
停
止
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
停
止
、
大
企
業
の

不
当
な
人
減
ら
し
ス
ト
ッ

プ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
そ
う
い
う

こ
と
に
つ
い
て
国
会
で
い

ろ
い
ろ
な
党
が
議
論
を
闘

わ
し
、
違
い
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
国
民
に
信
を
問

う
の
が
「
解
散
・
総
選
挙
」

で
は
な
い
か
？

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


